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「自 ら課題 を発見 し、自ら課題解決ができる生徒 を育成する学習指導の工夫」

一体育理論の学習を通して 一

1研 究主題 と研究の概要

1主 題設定の理由

現代の変化の激 しい社会 に対応す るため、今 後の教育 においては、豊かな人間性 と個性 や

創造性 を伸長する とともに、 自ら考 え判断 し行動 で きる力 〔生 きる力〕の育成 が求め られ て

い る。

体育 において も、生 涯学習社会 の中で学習指導要領が示す 「自ら学ぶ意欲 と社会 の変化 に

主体的 に対応で きる能力の育成 を重視す ること」 な どの趣 旨にそって、学習指導 の工 夫 ・改

善が進め られて きてい る。

本研 究では、生 涯にわたる体育 ・スポー ツ活動 の必要性 を理解 し、運動 を合理 的 に実践 で

きる能力 を養 うとい う観 点か ら、体育理論 を明確 に年間指導計画 を組 み入れ、その具体的 指

導 法の研 究 を行った。

2体 育理論 の今 日的意義

現在 、学校 体育の課題 として

体力 ・運動能力の向上 生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツの 基礎 づ く り 選択制授業の充実

＼ 1
生徒 が 自ら取 り組み実践するために

体 育 理 論

i 1

体 カ トレー 二黛グ⑳方法 と麹窓 欝'
℃ 室

_____

_一 1
・自己 の 体 力 を把 握 す る ・意 義 や必 要 性 を理解 す る

・体力の向上 の方法 を知る ・実践で きる能力や態度を養 う

・運 動 を科 学 的 に 理 解 す る

・練習計画 を立案 ・評価で きる

＼ 、ノ ∠

スポーツを生活 の中に取 り入れるこ とによ り、明る く豊か で活力あ る生

活 を営 もう とす る能力や態度を育成す る。

3研 究 の経過 と概要

調査研究

実態把握

方向性の確認

⇒

仮
説
の
設
定

⇒

各分科会による研究

指導計画の作成

実証授業/分 析 ・考察

ま

と

め

⇒⇒
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4研 究の構造図
社会の展望

○国際化の進展 ○情報化の進展 ○科学技術の発展

○地球環境問題 ○高齢化や少子化の急速な進展

1 1

変化の激 しい、先行き不透明な時代

学習指導要領

教育課程編成の一般方針

①心豊かな人間の育成

②自己教育力の育成

③基礎基本の重視と個性を生かす教育の充実

④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

1

保健体育の目標i
↓

体 育の 目指す方 向
・一人一人の個性を伸ばす ・体力の向上

・生涯体育 スポーツ

今後における教育の在 り方の基本的な方向

く生 きる力 〉

○ 自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え主

体的に判断し、行動 し、よりよく問題を解決

する資質や能力

○ 自らを律 しつつ、他人 とともに協調 し他人を

思いやる心や感動する心など、豊かな人間性

○たくましく生 きるための健康や体力

研究の主題

自ら課題を発見し、自ら課題解決がで きる生徒

を育成する学習指導の工夫

体育理論の学習指導の工夫

基 礎 研 究 ・先 行 研 究

運動の科学的理解

運動の必要性
生涯体育 ・スポーツ

実 態 調 査

生徒へのアンケー ト

教師へのアンケー ト

研 究 仮 説...............................................

.....................)学習 を3年 間 見 通 した 指 導 計 画 に 位 置 付 け 、 自 己 評 価 を重 視 し た 課 題 解 決 的 な 学

習 及 び 教 師 の か か わ り方 の 工 夫 を 行 う こ と に よ り 、 生 徒 一 人 一 人 の 個 性 を伸 ば す と と も に 、 生

涯 に わ た り主 体 的 、 合 理 的 に 運 動 を 実 践 す る 力 を 身 に 付 け 、 自 ら 課 題 を 発 見 し、 自 ら課 題 解 決

が で き る 生 徒 を 育 成 す る こ と が で き る 。

実証授業

寸雪ロ

ま とめ ・課 題

運勤技能の講造と練習洪
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II研 究の内容

1体 育理論に関す る意識 ・実態調査
・調 査 期 間

・調 査 対 象

・調 査 内容

平成9年6月 ～7月

都立高等学校保健体育科教諭135名

都立高等学校生徒1年365名2年309名3年52名

教師 ・体育理論の実施状況 、意義 ・必要性 について
・各単元の扱い方、実施時期、評価

生徒 ・体力や体育理論 に対す る意識 ・興味 ・学 び方

(1)調 査結果 と考察

ア 体育理論 の実施状況 ・意義 ・必要性 について(教 師)

①体育理論 の実施 につ いて ②体育理論が指導 しに くい理 由

計726名

③何 時間実施 しているか

(ア)全ての 内容 を実

施 して いる

(イ)一部 の内容 を実

施 している

(ウ)実施 していない

(工)その他

(ア)1・2時 間程度

(イ)3・4時 間程度

(ウ)5・6時 間程度

匡)その他

(①の実施者のみ回答)

(ア理 論的なことは難 しく、

興味を示 さない

(イ)生徒の運動意欲が強いた

め運動量 を優先させたい

(ウ)活用する場面が少なく、

必要性を感 じない

匡)その他

④ 体育理論 の意義 ・必要性 について
(ア)興味をもたせるため

(イ)合理的に運動を行うため

(ウ)技能 ・体力の向上のため

国選択制授業で生徒が主体

的に運動を行う際に必要

(オ)生涯スポーッ ・健康問題

に深 く関係 しているため

①
②
③
④

イ 体力や体育理論 に対す る意識 ・興味 ・学 び方(生 徒)

①体力をつけたいですか ②体育を理論的に学ぶために授業は ③ 自分たちで練習方法 ・内容を決
どんな形が効果的だと思いますか めて授業 を行いたいですか

一4一



ウ 各単元 ご とに どのよ うな扱い方が よい と考え ますか(教 師)

①体力トレーニングの方法と内容 ②運動技能の構造と練習法 ③現代社会 とスポーッ
(ア購 義形式で計画的 ・集中

的に行う

(イ)各運動領域の中で関連付

けて行う

(ウ)「体操」領域と関連付け

て行う

(_)保健の授業の中で関連付

けて行う

(オ)その他

工 各単 元 ごとに どの学年で実施す るのが よい と考 えますか。(教 師)

①体力 トレーニングの方法と内容 ② 運動技能の構造と練習法 ③現代社会 とスポー ツ

(ア)1年 生

(イ>2年 生

(ウ)3年 生

匡)その他

オ 各単元 ご との評価 は どの ように行 うのが よい と考 えますか。(教 師)

①体力トレーニングの方法と内容 ②運動技能の構造と練習法 ③現代社会 とスポーツ

(ア)ペーパ ーテス ト

(イ)学習 ノー ト・トレーニ ン

グカー ドで の評価

(ウ)体力 ・技能 の到着度 や伸

び

匡)レ ポー ト ・研究発 表での

評価

け)その他
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(2)調 査 の ま とめ と仮 説 の 設定

ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら

ア イ ウ 工 オ

○多 くの教師 は、 ○生徒は、体力を ○教師は、体育理 ○各単元の内容に ○各単元の内容に

体育理輪の意義・ 向上させたいと 論 と運動の実践 応 じた学習時期 応 じた評価の方

必要性を感 じて 考 えてい る。 を関連付けて学 を検討する必要 法について検討

い るが、その実 ○生徒には、主体 習することの重 がある。 する必要がある。

施状況は不十分 的に運動実践す 要性を認識 して

で あ る。 るこ とへの強い い る 。

欲求があ る。

計画的指導の必要

進 め 上

② 課題解決型の学習

による主体的取 り組

みの必要性

③ 教師のかかわ り方

の工夫

v

体育理論の学習を3年 間見通 した指導計画に位置付け、自己評価を重視 した課題

解決的な学習及び教師のかかわ り方の工夫を行うことにより、生徒一人一人の個性を

伸ばす とともに、生涯にわたり主体的 ・合理的に運動を実践する力を身に付け、自ら

課題 を発見 し、自ら課題解決ができる生徒を育成することができる。
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1

刈
ー

23年 間 を見通 した体 育理論の指導計画例
霞=]… …体力 トレーニングの方法 と内容

醗 ……運動技能の構造 と練習法

團 ……現代社会 とスポーッ

学

年

年

学期

月

週

時間

11時 間

配 当

1

4

11213

5

4 5 6 7

6

8 9 io ii

7

12 13

2時 間 5時 間

II

9

14 15 16 17

io

is 19 20 21

11

22 23 24 25

12

26 27

〆 二'配2時 間

m

年

年

i

28 29 30

2

31 32 33 34

3

35

2時 間

9時 間

配 当

体カ トレーニ ン グの

方 法 と内容

現 代 社 会 之こスポ ー ツ

・3
.慧(動 機 付 け)、

前 期5時 間

1学 期 … … 自己 の 体 力 の 現 状 を把 握 し、 運 動 強 度 、 運 動 時 間 、 運 動 回

数 な ど を加 味 した 体 操 の構 成 の仕 方 や方 法 を学 ぶ 。

一 体 操 領域 と関 連付 け る 一

2・3学 期 ・・自己 の 目的 にあ っ た 運 動 プ ロ グ ラ ム の 構 成 ・活 用 及 び 評 価

を行 う。

雛 燃 難擁 轍 讐、
鑑

4時 間

配 当

前期

灘轍 期 撫 寺藤 灘i叢蟹懸灘 霧

後期

現 繊 社 套 覆

久ボ ー'rJ.

保健

ま とめ … … 生 涯 を 通 じて 運 動 や ス ポ ー ツ を実 践 で き る よ う

運動 に関する科 学 的理 解 と理論 を踏 まえた練 習方 法等 につ

いて学 ぶ。

一 選択 制授 業 と関連付 ける 一

前期 の理解 に基づ き、 自分の 選択 した運 動種 目の よ り合 理

的 な練習 計画の作 成及 び評価 を行 う。

薙 鐙 闘

「現代社会 と健康」や 「生 涯 を通 じる健康」 との 関連 を図

る。

、 自己の 課

題 を明確 にす るとと もに、 生 涯 にわた るスポ ー ツ生 活 の 設

計 を行 う。



3実 証授業の成果 と課題

(1)「 体力 トレーニ ングの方法 と内容」
ア 単元のね らい

自己の体力の現状 を把握する とともに運動強度、運動時間 、運動回数 などを加 味 した体
操の構 成の仕方や行 い方 を理解す る。
イ 単元計画

麗][i置=二=蛋][麺 亜 コ
体力診断テ・・ 吼 く測定しているか 摺 嘘 ◇難 鷲 資料となるため正確な1則定を行うよ

運動能力テス ト

1

1

時

間

目

自己の体力の把握

↓
自己の目標の設定

↓
課題別グループ分け

↓

・自分自身の体力を把握 しているか

・自ら課題を発見し目標を決めたか

(例:バ レーボールでスパイクが打てる

ようにジャンプカの向上を目指す)

・学習の課題を見つけたか

2
時
問

目

資料収集

↓
課題学習

↓

◇測定結果をグラフ化させ、自己の体力の特徴が

把握できるよう助言する

◇ 目標の設定基準

①体力診断テス トからの弱点克服

②授業や部活動で行 う種目に関する体力の向上

③現在または将来にわたり心掛けたい体力の向

上

欝
◇ 目標を考慮し、5つ の学習グループに分ける

①筋力グループ、 ②瞬発力グループ、

③持久力グループ、④調整力グループ、

⑤柔軟性グループ

・課題学習に向け、積極的に資料の収集が ◇参考となる文献を紹介する

行えているか ◇図書室を活用するなど学習の場を工夫する

3
発表準備

(発表原稿作成)

・課題に対し自発的学習がなされているか

墨
1

4

グル ー プ 発 表

(筋力、瞬発力、持久力、

調整力、柔軟性)

↓

課題の再発見 ・学習

↓

5
個人の運動

プログラムの作成

《体操 》

運動プログラムの実践

◇5つ のグループに分かれた学習を進めてい く中

で出てきた疑問点などについて適切な指導を行

う

1 ↑

・体育理論の科学的理解に基づいて運動内 ◇5分 間程度で発表出来る発表原稿を協力 して作

容を構成しているか 成出来るよう指導 ・助言をする

・評価カー ドにより
、発表内容、理解度 ・

学習態度を評価する

(自己評価および相互評価)匿 醐
冨o遷。6

筆 誓

・課題を再発見 したか

◇相互評価をすることにより、他のグループの発

表についての理解を深めるよう指導する

・トレーニングの原則に基づいた内容になっ

ているか

・各自の目標に合っているか

・ トレー ニ ン グ理 論 を理 解 し、正 しい方 法

で行えているか

運動プログラムの修正 ・回 数 、 負荷 、 時 間 、 内容 、順 番 な どが 適

切 で あ る か

・自己の課題に合った運動プログラムになっ

ているか

・自分の作った運動プログラムを自主的 ・

自発的に行っているか

◇発表の評価集計結果を示す

◇各自の体力にあったものを理論に基づいて作成

するよう指導 ・助言する

◇安全に留意し、正しい方法で自発的に行えるよ

う指導 ・助言する

◇運動の内容が個人の実態に合っていないものや、

トレーニング理論上不適切なものを指摘 し、改

善するよう指導する

◇各自の目標と運動プログラムとの関係を十分理

解することにより、体力向上への意欲を喚起す

る

◇自ら作成した運動プログラムを実践することに

よって、自発的に体力向上を図る能力 ・態度を

育てる
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ウ 体育理論 「体 力 トレーニ ングの方法 と内容」の指導事例(実 証授業)

単元名

本時の

ねらい

施設 ・用具

段階

導

入

展

開

ま

と

め

時間

5

分

35

分

10

分

体力 トレーニングの方法と内容 配当時間 5時 間中4時 間目 学年 第1学 年E組 男子16名

・各自の課題に合った5つ の体力別グループで研究発表することにより、自らの課題を解決する能力を養う。

・研究発表をすることにより、各自がつけたいと思う体力の トレーニング方法を自ら学びとる。

・相互評価を行うことにより、他のグループの発表内容の理解を深める。

・トレーニングの方法と内容を理解 し、自ら運動プログラムを作成する能力を身に付ける。

教室、各グループ発表資料 ・評価カー ド・参考文献 ・筆記具

学習内容

・相互評価カー

ドの配布

・発表資料配布

・課題別グルー

プ発表

学 習 活 動

・評価項目を確認する

・各グループから出された資

料を見て発表に備える

評 価

・本時の課題を理解してい

るか

「体力の トレーニング方法と実践上の注意点」

・発表順

①筋力グループ

②瞬発力グループ

③調整力グループ

④柔軟性グループ

⑤持久力グループ

・発表時間は5分 間程度

・各発表ごと質疑応答を行う

・評価カー ドに相互評価を記

入する

・グループで協力 して発表

しているか

・発表内容を十分理解 して

いるか

・発表内容が理論に基づい

た適切なものか

・疑問点を発見 したか

・客観的に相互評価がつけ

られているか

教師のかかわり

・研究発表の意義を理解できるよ

う工夫 した説明をする

・記入方法の説明をする

・準備状況及び発表順を確認する

《評価 カー ド》

各班の研究発表に対する評価

()年()組()番()班 氏名(

・不十分な内容や、誤った説明が

あった場合は、発表後修正を加

える

・積極的に質問をするよう促す

・相互評価を行うことによって、

他グループの発表内容について

の理解を深めるようにする

A非 常に良い、B良 い、C普 通、Dも う少 し

)

No. 評 価 項 目 1班 2班 3班 4班 5班

1 課題に対 して正 しく研究発表されていましたか

2 トレーニングの内容は理解しましたか

3 意 欲的 ・積極的に取 り組む姿勢が見られましたか

4 トレーニングの効果(体 への影響)は 理解 しましたか

5 全体的な評価は

感

想

・質疑応答及び

補足説明

・本時学習内容

の反省

・次時の学習予

定の確認

・評 価 カ ー ドの

回 収

・発表全体を通しての質疑応

答を行う

・自己評価及び全体を通して

の感想を記入 し評価カー ド

を完成する

・次時は各自の目的に応じた

運動プログラムを作り、実

践することを理解する

・疑問点を見つけ、それを

解決 したか

・客観的に自己評価及び相

互評価が行えたか

・新たな課題を発見 したか

・補足説明を必要とする場合に説

明を行う

・生徒の理解度を把握する

・運動プログラム作成のイメージ

をもちやすいように説明する

一9一



ー

δ

ー

工 運動 プ ログラム個人 カー ド(生 徒記 入例)

(1)犀(三)紹()喬 氏 名(

① 体力診 断テス ト

測定鈎 束叛都平均珊 Tス コア

筋 力

(背励)ノIU

ユ26、6】

(kg) 434
頃 発 力

(垂直跳び) 6マ
59.67

(cm) ぢ$.2

持 久 力

(踏み台昇隣) 65.2
69.53

(指 数) 46.身

調 整 力

(反 復偵跳 び} 43
43.64

(回}

,

4軸
叢 欣 性

〔立位体荊励 ノo
エ0.06

(cm) ⑭.『
②運助能カテス ト

測定価 乗京祁平均値Tス コア

50M走 '7.o
7.52

(秒)ら6、 η

走 り幅跳 び

43'1
411.02

(。m)54.1

ハ ン ドボール

投げ 2侍
25.44

(m)ら も,D

懇 垂

5
4.74

働50π
持 久 走

(1500M走) 335
389.21

(秒)5a.3

欝矯力

)

ユロ傭嗣鷹

足り嘱tv

口CCU

蟹蟹鵬とび

冨みn罵隠置画

0足'

八ンド
訳一ル殴げ

※次の式 を使い・Tス コアを求め、上の図溢の該 当側所 に点 を とつて纏で結ぷ
。

(自分の測 定値一平均値)・__._,
=io+so

標 準僑差

但 し50M走 、持 久走 の場合の計算 は次の式で求める.

(平均m自 分 の測定値)丁
翼10手50

標準偏差

③個人の 目標設定

陶久足
く}

けんアい
編めけんすい

④ 工0分 間 運 動 プロ グ ラ ム

No 邸{立 運 勧 名 ・ 方 法 回 数 ・騎 間

1

一一 層
ストしッ4

あかじな頷 の倫ろで雀M綱 色右⊃2σ菊x2
2

足首 すわ・て踊 厨 イ勧 づ(鋳) 〆0秒x2
3

伽 則・艘
≠トレワ4

宏足k茄 昆吃がけ命 セかわる(泣右) ユo暫 メ2
4

【0

足 ・牌
ストレ婚

面 脚 勉惣 く闇いて琢先勉漁劣臨 圃 zo砺

伽 ス暖 蓄㌧レ晶 、纈 。齪 譜) 20卿x2
6

盆身促) K�vン プ(「ひご冤 づ}デて商 く) /0厘
7 '

彦 ・艘, 身飽燃 わて}幌 立てβ、他 ノbd
8

牟 身(足) 女互足あげ(碗毛胸 前 嶺 ゐ) /6墨
9

般 V蓬 票1月1更乍薙}ぐす}さごう多くフ /0飼
io

企身 バ㌧ ご'・ グ》ンフ。 /vCl
ユ1

鴛
盾 蜘

うワδぐせ ド・わ て看・足参あげ:fげ ずる 10回
iz

全参
惰ゐレび

透 編 二重し1パ 15回

⑤ 自己評鰍 娘 くで きた,Bで きた,Ca通 ,Dあahで きなか。た)

No 自 己 評 価 内 容 評 価
1 自分§身の体力 を把鯉で きま したか。

n・B・c・D
2 自分 にあ った、 目標 を設建 できましたか。 A伺 ・C・D

3 昌標 にあ つた正 しい トレー ニングアログラムがで きま したか

4 トレーニ ングの内容 ・効果は よ く理鯉 できましたか。 麦藤 …1
5 意欲的'積 極的に取 う組め ま したか。

4誘 ・…

感

想

憲 議づ潔 藷徽讐1雛,
ヒてむkめkゐ 羨 。

1



「 ●'聯'一'一`一'一'一'一 ●一'一'一'一'一'一'一'『'}'一'一'一'一'一 響一 「

1◇ 解 ループの発表 に対 して・上記の ような質問が 出され・醗 な質疑応答力書な さ桝

1◇ 質 問 内 容 につ い て は 、「トレー ニ ングの 方 法 と内容 」 の 範 囲 に と ど ま らず 、 ス ポ ーl

i ツ栄 養 学 や 運 動 生 理 学 の 分 野 に及 ぶ よ うな 内容 に まで 発 展 した 。 また 、 そ の よ う な1

:難 騨1こ慰と識 徽 そ礎 望鵬 擬 熱 各自の課題別に行ったl
I◇ 発表 に対す る質疑応答 を通 し、発表 グループ及 び質問者が、新たな課題 を発見 し、 1

:◇繍 講 協 ε鰹 ン鱈1;馨鰹 額 差妄諮 臨 ドバイスを1
した り、補足説明 を加 えた りす るとともに、グループに対 して質問 をす るなど して1

積極的 な質疑応答が行 えるようなかかわ り方 を行 った。1
5■■●一._,_r_・_._r_._._._._._._,_・_願_._._._●_._._層_唱_._.2

(イ)評 価 カー ドお よび ア ンケー ト結果か らの考察
一 評価項 目

A非 常 に良い、B良 い、C普 通、Dも う少 し

① 課題 に対 して正 しく研 究発 表 されていま したか

② トレーニ ングの内容は理解 で きましたか

③ 意欲的 ・積極 的 に取 り組 む姿勢が見 られ ま したか

④ トレーニ ングの効果(体 へ の影響)は 理解で きま したか

⑤ 全体的 な評価 は

オ 実 証 授 業 の結 果 と考 察

(ア)研 究 発 表 に お け る生 徒 の 質 問 事 項

① 筋 力 グ ル ー プ(1班)
・一 番 つ きやす い筋 肉 とい うの はあ る の で す か?ま たそ れ は ど こで す か?

・上 腕 二 頭 筋 を鍛 え る ため に は ど うす れ ば よい ので す か?

・筋 肉が つ きやす い 食べ 物 は何 で す か?

② 瞬 発 力 グ ル ー プ(2班)
・瞬 発 力 とは ど うい うこ とで す か?

・瞬 発 力 に必 要 な栄 養 は何 で す か?

・投 て き競 技 の場 合 は 、 どこの 瞬 発 力 をつ け れ ば よいの で す か?

③ 調 整 力 グル ー プ(3班)
・コサ ッ クジ ャ ンプ とは何 で す か?

・巧 緻 性 とは何 で す か?

・巧 緻 性 を高 め る た め に は どうす れ ば よい の です か?

④ 柔 軟 性 グ ル ー プ(4班)
・動 的 ス トレ ッチ は 良 くない の で す か?

・酢 を飲 む と本 当 に体 が 柔 らか くな るの で す か?

・風 呂上 が りと普 段 とで は 、 どち らが ス トレ ッチ に効 果 が あ ります か?

⑤ 持 久 力 グ ル ー プ(5班)
・縄 跳 び は どれ く らい の時 間 や れば よい の で す か?

・全 長 持 久 力 の ほ か に どん な持 久 力 が あ る の です か?

・長 距 離 を走 っ て い て最 初 苦 しい け ど、 だ ん だ ん楽 に な る の は どう してで す か?

【考 察 】

評 価A(4点)・B(3点)・C

『相 互 評 価 』

(① ～⑤ は 上 の 評 価 項 目に対 応)

(2点)・D(1点)と して換 算 し平 均 点 を算 出

O 0 0 ④ 0 平均値

1班 3.3 2.8 3.1 2.8 2.8 z.ss

2班 2.$ 2.8 3.1 2.4 2.8 2.78

3班 3.2 3.1 3.3 2.2 3.1 2.98

4班 3.2 3.5 3.3 3.0 3.1 3.22

5班 3.1 2.9 3.1 3.1 3.1 3.06

平均値 3.12 3.02 3.18 2.70 2.98 3.00

(棒 グ ラフ は各 項 目 と も左 か ら1班 ～5班 の 順)

4

3

z

1

0

0 ② 0 ④ ⑤ 平均値

一11一



「一一相 互 評 価(生 徒 感想)
・どの班 も よ く調 べ て充 実 して い た 。
・トレー ニ ング に様 々 な もの が あ る こ とが わか った 。
・一 般 的 な例 で は な くて 、あ ま り知 られ て い ない 方 法 を紹 介 して欲 しか っ た。
・トレー ニ ング とそ の効 果 につ い て 、少 しわか りに くか っ た 。
・み ん な真 剣 に取 り組 ん だの で 、 また や っ てみ たい 。
・緊張 の せ い か 、 発 表 の仕 方 は工 夫 が 必要 だ と思 った 。

『自己評価』

(①～⑤ は上の評価項 目に対応)

0 0 O ④ O 平均値

1班 3.0 2.5 3.5 2.5 3.0 z.so

2班 3.0 3.0 z.s 2.3 2.3 z.sa

3班 2.8 2.5 3.3 2.3 2.5 2.68

4班 2.8 z.a a.s 2.5 2.5 2.62

5班 2.7 3.0 2.3 3.0 2.3 2.66

平均値 2.86 2.76 z.aa 2.52 2.52 2.71

(棒 グ ラ フは各 項 目 と も左 か ら1班 ～5班 の 順)

4

3

2

1

0

0 ② 0 ④

一一自己 評 価(生 徒 感 想)

・時 間 的 に苦 しか っ た が 、 い ろ い ろ な本 で よ く調 べ て 頑 張 った 。
・トレー ニ ン グ につ い て 考 え た こ とが なか っ た の で 、い い 機 会 だ っ た 。
・自分 か らす す ん で 質 問す る こ とで よ くわ か っ た。
・もっ と調べ て 質 問へ 対 処 した か った 。
・自分 で もっ と調 べ て い ろ い ろ メニ ュー を作 っ てみ よ う と思 う。
・実 際 にや って み た くな っ た。

「

⑤ 平均値

《ア ンケ ー ト結 果 》

1)グ ルー プの 中で協 力 して研 究 をす す め られ ま した か。

2)グ ル ー プ 発 表 とい う形 式 は よ か った と思 い ます か。

3)自 ら研 究 す る こ と に よっ て 内容 が よ く理 解 で き ま したか 。

4)他 の グル ー プ の 発 表 を評 価 す る こ と に よっ て 、 内容 につ い て理 解 が 深 ま りま した か 。

5)自 分 の グルー プの発 表 を 自分で 評価 した こ とに よっ て、新 た な課題 が見 つか りま したか。

6)発 表 の 相 互評 価 結 果 を見 て 、新 た な課題 が見 つ か りま した か 。

7)5つ の 体 力 の 中 で 、 どの体 力 が よ く理 解 で き ま したか 。(複 数 回答 可)

正

2

3

4

ミ
》

6

D%

(20.6%)

1-・・ 【考 察 】 一・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 「

{◇1諜簸 灘 為難 垂募霧ll蠣 鐸難浮制
1◇ 評価結 果 を各 グループ別に見 る と、相互評価 では柔軟性が最 も高か った。 これ は、i

虜 翻 鷲 響 響 入れ説明していくというものであったため・わかりやすかつ 〔

1◇ 瞬発力(2班)や 調整力(3班)は 、それだけを扱 う文献 などが少 なか った こ と も1

ト窪繍 醗ll鱗ll管窮繕麗髪畿雛 鹸羨{
1め る と と も に、 新 た な課 題 発 見 につ なが っ た 。1
S閏瞳陰_・_・-9-・ 一 齢_・_幽_._._●_._._・_._●_・_・_■_._・_・_■_・_曹 一 ・t

一 ユ2一



力 成 果 と課 題
一 単 元 終 了 時 の 自己 評 価 項 目

(A良 くで きた 、Bで きた 、C普 通 、Dも う少 し)

① 自分 自 身の 体 力 を把 握 で き ま した か 。

② 自分 にあ っ た 目標 を設 定 で き ま した か 。

③ 目標 にあ っ た正 しい 運 動 プ ログ ラム が で きま した か 。

④ トレー ニ ングの 内 容 ・効 果 は よ く理 解 で きま したか 。

⑤ 意 欲 的 ・積 極 的 に取 り組 め ま した か 。

1■Aじ こ二;B§ ミC_D

0

②

0

④

⑤

0 20

「一一自己 評 価(生 徒 感 想)

40 60 80 100

・自分 に は持 久 力 が ぜ んぜ ん 足 りない とい うこ とが わ か っ た。 勉 強 して い き なが ら、

色 々 な トレー ニ ング方 法 や トレー ニ ング をす る上 で の 注 意 点 な ど を学 んだ 。
・トレー ニ ング の方 法 に も色 々あ る こ とが わ か り、 とて もいい 勉 強 に な った 。 また 、

自分 の体 力 を知 る こ とが で き、 そ れ を強化 す る い い機 会 が で きて よか った 。
・ど う い うこ とをす れ ば どの 筋 力 が つ くか な ど、色 々 な運 動 方 法 や 将 来 的 に役 立 つ こ

とが わ か っ て とて もた め に な った 。
・トレー ニ ング プ ロ グ ラ ム を作 るの が 楽 しか った 。発 表 は難 しか ったけ ど、色 々わ か っ

た し良か っ た。
」

「

J

《事 後 ア ン ケ ー ト結 果 》

1)「 トL一 ニ ン グ個 人 カー ド」 を利 用 して トレ ーニ ング が 進 めち れ ま した か 。

2)今 回 の授 業 に よ っ て体 力 トレ ーニ ン グが 身近 に感 じら れ る よ う に な りま したか 。

3)今 後 、何 らか の トレーニ ン グ を して み よ う と思 い ます か 。

■ はい 闘 いいえ

T

(1) (100.0

,
鳳

o

(z)

十 r

87.5%

(3)
IIII旨III

100.0%

ソノンしンンンンンンヘノバ

ミニミニ:(12.5%)ニミ;ミニミ;
ヘへヘヘヘへへへヘヘノヘへへ　

i
r_一____L。.__鰻 ごセご細

ぺ∴畷
凹

0 zo 40 60 80 100

1-●● 【成 果 と 課 題 】 一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・-1

1◇騰 鎌左欝 ヨ男鞘 葎蔑鐸守置聖多罎 蕎 考轄旛 誘I
l中 で 、自 ら課題 を発見 し、課題解決に向けて学習 を進め ることに より、 自己の体 力1

応 毬 憂蹴 蛮禦 ・体力向上への意欲が高まるとともに・体力の高め方につl

l◇ 課題l

L上 上.=之 讐 惣 ≧竺竺勉 竺丞≡ど誓 些._.__._._._._._._.__._」
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(2>「 運動技能 の構造 と練習法」

ア 単元 のね らい

(ア〉 運動技能の構造や上達過程 ・運動技能の習熟度 を把握す る方法 ・運動技能 を高め るた

めの練習方法 について理解する。

(イ)(ア)の理解 に基づ いて、選択 した種 目の練習計画立案や自己評価 を自主的 に行 うこ とを

通 じて、主体 的 ・合理的 に運動 を行 う力 を高め、生涯にわた り運動 を実践 してい く態 度

を養 う。

イ 単元計画作成 にお ける考 え方

(ア)2学 年の選択制授業 は、年 間を前後期の二期 に分 け、単元 を設定する。それ に合 わせ

て、体育理論の単元計画 を、各期 の最初 にまとめて設定 し、体育理論 で学習 した こ とを

その後の選択制授業 に生かせる ようにす る。

(イ)選 択 した種 目の練習計画立案→実践→評価 とい う学習過程の中で、運動 に対 す る科 学

的理解 をもとに、 自己の課題 を見つ け、解決 で きるようにす る。

(ウ>2学 年前期 では、「運動 に関する科学的理解→豊富な学習資料 を用 いたグループ学習 」

の流れで学習す る。

⇔⇒2学 年後期で は、前期での学習 を基 に、生徒 が学習資料の収集か ら、選択 した種 目の

練習計画の立案 ・実践 ・評価 まで をよ り主体 的に学習す る。

ー1時
間

ー

ー

2
時
間

2
時
間

【2学 年前期 】

<オ リ
リぞ 　 ロ　 じ　 コ　 コ　 コ　 コヘ サ

r・選択制授業のねらい 、

し 体育理論の骸 泌 要性1
＼_._。_._._._._.一 ノ

↓

【2学 年後期】

エ ン テ ー シ ョ ン 〉
　　コ　 ロ　 ロ　 コ　 ロ　 サ　 サ　 コ

ll

r学 習資料の収集分担i
＼_._._._._._._.ノ

・運動に関する科学的理解

↓
・運動に関する科学的理解

▼

1

時

間

ー

▼

長 期 計 画 作 成

短 期 計 画 作 成

▼

▼

【活 動 計 画 の 実 践 】

選 択 制 授 業(単 元)

の 評 価 計 画 作 成

(選 択 制 授 業 の 開 始)一
▼

▼

【評 価 】

1
時
間

2
時
間

ー

ー

▼

活 動 計 画 の 修 正
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ウ 単元計 画(2年 前期)

学習の流れ

1

時

間

目

・選択制授業 につ いて

・体育理論 の意義 ・

必要1

学習内容及び評価

斉

一

業

一

一

授

技能の特性 ・構造

◇体育理論 と選択制授業の

かかわ り

◇生涯スポーツとのかかわ り

㊥運動 を行 う上で体育理論の

重要性を理解 しているか?

2

・
3

時

問

目

4

・

5

時

問

目

選
択
制

授
業
開
始

織幽

目標設定

練習計画立案

与
評価計画

立案

◇種 目の特性:技 術 ・戦術 ・

態度 ・安全

◇技術 ・戦術 ・体力のバラン

ス

◇技能の分類

◇練習法の組み立て方

◇技能の特性 ・構造 ・練習法

の自己評価

◇上達過程の把握方法

くチェックリス ト〉

教師のかかわり

☆体育理論の意義 と

選択制授業のね ら

いを関連させて説

明する

与
計画の実践

及び自己評価

一斉

グループ

学習

㊥運動技能の構造を理解 しているか?

◇練習計画のポイント

・目標設定

・長期計画

・短期計画

◇種目の特性、自分たちの技

能の程度、目標を踏まえる

◇評価計画の観点

・計画、実践の楽 しさ、

技術、その他

☆グループ学習がス

ムーズに行えるよ

う学習資料 を提示

する

グループ

学習

㊥体育理論を踏まえ、自分たちに合っ

た練習計画を立てているか?

☆ 目標設定の助言

☆練習計画作成の助

言

☆評価計画作成の助

言

グループ学習 ◇ 自己評価

1

◇計画の妥当性 を分析する

1

◇計画の修正

・次時計画

・全体計画

㊥評価計画に基づいて自己評価を行う

㊥学習計画 ・評価計画が適切であった

か?

☆ 自主的に、計画に

沿った活動が行わ

れるよう助言する

☆学習計画修正の助

言
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工 体育理論 「運動技能の構造 と練 習法」 の指導事例(実 証授業)

単元名;運 動技能の構造と練習法 配当時間:5時 間中の3時 間目 学年:第4学 年A・B組 男女19名

本時の

ねらい

1・ 練習の基本原則や方法 を理解する。

・技術 分析 を し、練習 を組み立ててみる。

・組み立 てた練習内容 を、選択 した種 目の学習計画立案 の資料 にす る。

[

用 具 学習ノー ト、参考資料(配 布された資料の他に各個人 ・グループごとに用意〉

段階 学習 内容 ・学習活動 評 緬 教 師 の か か わ り

導

入

15

分

【練習の基本原則1① 練習の6原 則を知 り要点'グ ループで協力 しているか
をメモする ・練習 を組み立て る上で必要な考

② グルー プで メモを参考に え方と して認識 しているか

プリン トを作成する

練習 の基本的 な方法 ①練習の 基本方法 を知 り要

点 をメモす る

② グループで メモ を参考に

プ リントを作成す る

淵・実際の練習場藤 と照 らし合わせなが ら説明す る

・机間巡視で ヒン トを与 えた り、共通の問題点や

重要 ポイン トは、その都度説明 をす る

1展

・グループの実態 ・目標及び各 自

の 目標に照 らし合わせた内容の

・種 目ご とにプ リン トを参 考 しなが ら実 際の練 習

場面を想定 させなが ら説明する
匿 本的鰭 パターil各 鯛 ごとに基本的嫌

習パターンを知る
し

各種 目ご とに練習を ・前時の技術一覧 から一つ 工夫があるか開

,組 み立てる の技 術を選択 し、下記の ・運動量が確保 される内容 となっ

301プ リン トを参考 に しなが 圏 ているか

分 らグループごとに練習 を ・練習計画に、基 本原則が どの よ

組み立てる うに組み込 まれているか

一 練 習 案 書 込 用 プ リ ン ト

バ ド ミ ン ト ン ・練 習 方 法 の 考z方

【サ ー ビ ス 練 習 の 流 れ 】
新 しいサ ービス

2人1組 、i本1本 打 ち返 さないで行う(ネ ットをは さんで向かい合 う)

2人 正組 、1本1本 打 ち返 さないで行 う(対 角線 上に向かい合 う)

1

相手のパ ック ・フォア 〈コース〉を決めて行 う

1

色々な コース`ロ ング ・ショー ト)に 打 てるようにす る

今出来る技能で レシーバーが レシープす る

【打 法 練 習 の 流 れ 】 新 しい打法

↓

2人1組 み、1本[本 打 ち返 さないで行 う(xッ トをはさんで向かい合 う1

む

ラ リーを ミスな く続 ける(ネ ッ トをはさんで向かい合 う)

↓

相手のバ ック ・フォア(コ ース〉 を決めて行 う

1

現在で きる技能 と組み合 わせて ラリーの練習をする

フ ォア ・バ ック ・前 ・後 、どこに打たれて もコースを決めて打 ち返す

相手の打球 に応 じ、戦術 を考 えて打 ち返す

☆ そ の 他 ……素振n.フ ッ トワー ク等の練習 も必 要である

・各自の 目標 ・運動能 力に応 じた練 習内容 である

か助"'o

・練習パ ター ンが固定 しないよ うに、工夫 した練

留が組める よう助醤 する

!の 練 習

(1>基本の練習

②応用の練習

ま

と

め

5

分

國 ・・一プご・・代表者が羅 ・発表す・}質 疑応答・内容を生かせ・か

(基 本原則 をどの ように取 り入れた か)

☆時間があれば、他の技術1こついて も、グループ毎に分担 して練 習を組 み立て る

練習の組み立 て方の整理

今 まで の流れ(特 性 ・技術分析 ・練習怯)

を整理 し理解す る

次時の予告

・学習計 画を立てることを知 る

・発表 後各 グループか ら質問や発 見を出させ 、練

習 内容修 正に役立 たせ るように助書 する

・次時の内容が理解で きたか 簡単 に今までの流れを説明 し、練 習を組 む手順

練習1去)

旨

を整理 することで理 解を深 め させる

!

」

、

一
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璽

オ バ ト ミ ン ト ン グ ル ー プ の 練 習 案 例

　 コ　 ロ　 ロ　 ロ　 ロ　 コ　 コ　 　　 　　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 ロ　 ロ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 ロ　　　　

1【八イク`1アー】譲 糠 際 灘?ズi

げ

罐 勘
v.

塑＼
/

＼/、

＼ 滑

＼
、
y!y'

.蛎 墾牽麟 観う
・瀞6の ・・弛 しづ

ト詠写狙 ナ
・ネッ 悔 ・しのうt卜

噺 儲 砺'

轡 べ`ヅの 燃
璽 鞠朔
殴

個 別性 ・や。・俄 個 人喉 腔 流1'の
・痢 進牲 凶 ・・痢 塩憐 恥 ・林 れ?鴨

瀬 騨 ・襯 、瀬 駆 欝 ・・毛のが噸 紗 伽 へ樹 ゑ咽
冷@陛 膵 樹 ・久ゆ 一9.つ捗 η一確 恥 ソ肺 仁

L.一._.一.__._二 璽 竺ユ魑 遊 盤 赴1二坐 戯__」

獅 一 一 繋 篠)く

鐸 ・ふ

繍蜘
.つ

、収li

i

も 一樵1

1
∩3(1

〔

i

i

i
例 漁 網 閣餌
・り晒i

i

カ バ ドミ ン トン技 能 ・チ ェ ック リス ト例

チェック技能 点数 1点 2点 3点 4点 5点 備 考

シャ トルつき
フ オア

0-9

フ 才ア

10-19

フ 才 ア

20以 上

フォア ・バック

交 互20～29

フオア・バック

交 互30以 上
高さ3m

ロングハ イサービス 0-2 34 5.6 7・8 9・10 10本 中

シ ョー トサ ー ビス o‐z 34 5.6 78 9・10 10本 中

ハ イ ク リア o‐z 34 5.6 7・8 9・10 10本 中

ドロ ツプ 0-2 34 5.6 7.8 9・10 10本 中

スマ ッシ ュ o‐z 34 5.6 7.8 9・10 10本 中

〈 コ ー ス 〉

一 一

← ロングサービス

ハイク リア

← シ ョー トサ ー ビス

← ドロ ップ

〈得点表〉

NAME シャトルつき ロングサーブ ショートサーブ ハイクリア ドロツプ スマ ッシュ 合 計
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キ 成果 と課題

実証授業後 、授業 を受 けた生徒 を対象 にア ンケー ト調査 を行 った。以下が結果 と考察 で

ある。

(対象:都 立高校定時制1校4年 男女19名)

(ア)成 果

◎ 体育理論 に基づ いて、 自分たちで練習法 を学 習 したこ とについて

「体育 の授業 を意欲的 にで きた」 「楽 しく授業が行 えた」……全貫

階 的意識 を もって学習で きた」……全員

「自分 の問題点 を考 えるようになった」……15名

「自分 の問題点 を解決す るよう努力 した」……13名

以上 の結果 か ら、運動の技能 ・構造 ・上達過程 についての理解が深 ま り、チ ェ ック リ

ス トを使って 自己の技能の程度 を把握 で きた。 また、 このこ とで 自己の課題 を具 体的

に発見 し、課題解決 に意欲的に取 り組 むことがで きた と考 える。

◎ 自己評価 につ いて

「その 日に行 った学習活動 を評価す ることで、次の練習計画 を立てるときに役立った」

と全員 が答 えていることか ら、毎時 問自己評価 する ことによ り、自己の課題が明確 に

な り、次時 の学習計画 に役立たせ るこ とがで きた と考 える。

◎ 今 後のスt一 ツ活動 について

「他のスポーツに も興味が もてそ うだ」「自分で計画 を立 てて スポ ー ツに接 して い き

たい」 「スポ ーツに対 して科学的 ・理論 的に考 えるようになった」 など、今後のスポー

ツ活動 に対 し積極 的な意見が多かったことか ら、体育理論を学習す ることによ りスポー

ツ活動へ の積極 的な態度 を育成す るこ とがで きる と考える。

w主 な生 徒 の 感 想

○ 年齢 に応 じた ス ポ ー ツ、 運 動 の処 方 が選 択 で きる よ うに な っ た 。

○ 知 らな い用 語 や 色 々 な こ との調 べ 方 な どが 分 か り、 ス ポ ー ツへ の 関 心 が 深 ま っ た 。

○ 知 っ て か ら(調 べ て か ら)や る と覚 え もい い し楽 しめ る 。

○ 身体 運 動 だ けで な く 言 葉 や 図 な どみ ん なで話 し合 うこ とで 、～ つ の スポ ー ツ に 対

し深 く知 る こ とが で きる。

○ 構造 ・技 術 分 析 ・練 習 計 画 の作 成 が 特 に難 しか っ た け ど、今 まで 気 付 か ず に な ん と

な くや って きた こ とに大 きな意 味 が あ った こ とに気 付 い た。 知 らない事 とか 新 しい 発

見 をす る こ とが で きるか も しれ ない ので 、体 育 理 論 的 な考 え方 を して い こ う と思 う。

●早 くジ ャー ジ着 て動 きたか った 。

● 講義 の合 間 に 、実 技 で 確i認 を した ら もっ と分 か り易 か っ たの で は ない か 。

(イ}課 題

・時 問 が 当初 の予 定 よ り多 くか か っ て しま った の で 、学 習 内 容 を さ らに精 選 す る必 要 が

あ る 。

・技 能 の特 性 ・構 造 の 理 論 の 前 に 、VTR等 の視 聴覚 教 材 を活 用 した り、 実 際 に種 目 を

実 践 させ 、 イ メ ー ジ を もた せ て か ら理 論 に移行 す る等 の工 夫 が 必 要 で あ る 。(特 に 未

経 験 種 目)

・体 育 理 論 の評 価 活 動(自 己評 価)の 一 層 の 工 夫 が 必要 で あ る 。

・生 徒 の 興 味 ・関 心 等 を把 握 し、教 材 研 究 を十 分 に行 う必 要 が あ る。
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(3>「 現 代 社 会 とス ポ ー ッ」

ア 単 元 の ね らい

高 校 体 育 及 び生 涯 ス ポ ー ツ の導 入 と して 位 置付 け 、 自 ら進 んで 運 動 ・スポ ー ッに親 しみ 、

生 涯 に わ た る 豊 か な ス ポ ー ツ ラ イ フの実 現 を図 る。

イ 単 元 計 画作 成 に お け る考 え方

(ア)学習 の 流 れ を円 滑 に し、学 習 の ね らい を達 成 す るた め に 、個 人 別 の 「学 習 ノー ト」 を 活

用 す る 。1ペ ー ジ 目(一 時 限 目)か ら順 を追 って 自己 の 課 題 を解 決 して い く過 程 に お い

て 、 次 第 に 興 味 関 心 が 高 ま り、知 識 理 解 が 深 ま り、結 果 と して現 代 社 会 とス ポ ー ツ の 単

元 に お け る 目標 ・ね らい が達 成 で きる よ うにす る。

(イ)各時 限 ご と に、 自己 評価 ・相 互評 価 す る こ と に よ り、 課題 を よ り明 確iに す る と と も に、

自 ら考 え 行動 で き る能 力 や態 度 を育 成 で きる よ う にす る 。

ウ 単 元 計 画

知
識
理
解

学習ノート①V 学 習 ノー ト①

1運 動 ・スポ ーツの役割 2運 動 ・スポーツの楽 しさ

運 動 ・スポ ー ツの 運 動 ・ス ポ ー ッ の

意義 ・必要性 楽 しさ ・喜 び

U

運動 ・スポーツに対する高校三 年間及 びその後 の生 涯に

わたるスポーッライフの動機付 け とす る。

各運動領域の実践

調

査
分
析

考

察

様 々な運動 ・スポーツの体験(選 択制授業)

-

L

学習 ノー ト②

3私 の運動 ・スポーツ史

現在 までの運動 ・

スポーツ とのかかわ り

学習 ノー ト③V

ポーツ史 4地 域の スポ ーツマ ップ

動 ・ 身の回 りの運動 ・

のかかわり スポーツ環境の現状

＼/

運動 ・スポーツに関す る課題 を明確 にす る。

号
ま

と

め

学習ノート④Y 学習 ノー ト⑤

5ス ポ ーツライフ 6現 代社会と

ステージ表 スポ ーツの ま とめ

生涯にわたる 運 動 ・ス ポ ー ツの

スポーッ生活設計 かかわり方

V

生涯 にわたる豊かなスポーツライフ実現 の第一歩 とす る。
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工 体育理論 「現代 社会 とスポーツ」の指導事例(実 証授業)

私の運動 ・スポー ッ史(学 習 ノー ト② 〉 6時 聞中3時 聞層3年 生26名

展 開

学 習 ノー ト② へ の記 入

(自 分 の スポ ー ツ史 〉

妙

○何 をどこで

○ どんな人 と

○ どんなや り方で

○その結果 どんな影響 を もたら したか

一つの 運動 ・スポ ー ツ経 験 を上記 の観 点 か ら

振 り返 って記入す る。

運 動 ・ス ポ ー ツ を積 極 的 に 活 用 して い る か ど う

か 自己 評価 を行 う。

号
○現在 の体力 と

○現在 の健康状態 と

○現在の思 考傾向 ・生 き方 と

○現在 の 自分 を巡 る廻 りの状 況 と

運動 ・スポーツとの関係 につい て考 える。

号
一
発表・意見交換による

相互評価

仲 間のスポ ー ツ史 を知 る こ とに よ り、 自分 の ス

ポーツ史 の中の課 題及 び今 後の 課題 を明 確 にす

る。
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i

b。
一
1

学 習 ノ ー ト①

1.運 動 ・ ス ポ ー ツ の 役 割

(生 徳の 記 人 例)

運 動 ・ス ポー ツ は私 た ち に 多 くの もの を与 え て くれ ま す、 あ な た に と っ ての

運 動 ・ス ポ ー ツ と は 何 で す か。

.撚 捌.弱.h、2.た私 焦 亥机 マ、両机 しわ1・堂狡 ご熱生魚 頃よ9諮 億 ヒコ甑振 脳 こ

.通.虹 腰Lた 。.=生義 豊痴 ううちしこ、いフ9.窪蒸jN体 述1強 ≦な7U圭 盛 。

孔 ユど二ち.豊.h、ヒMうL引 ユ込a罠 棄憶h私h翫 蛍絞払9Lg.勲.レ}5裁 〆.と世 会う_一_

..こ.ヒ1:よユL籏 趣 功 、`;.友毘 圭弥 ゑ誌 慌 で:髄 走 う煮な ス五 ヒ黒 』憾 オ。

現 代 社 会 に お け る運 動 ・入 ポー ツの 役 割 に つ い て 理解 で き ま した か。

A二 出来 たB;ま あ まあ 出 来 たC;も う一 歩 だ った

運 動 ・ス ポ ー ツ を行 う こ との 意 義 ・必 要 性 を 感 じる こ ど が 出 来 ま した か。

A=出 来 たB:ま あ まあ 出 来 たC;出 来 な か った

2.運 動 ・ ス ポ ー ツ の 楽 し さ

運動 ・ス ポ ー ツ を楽 し く、 計 酉的 に 実 践 して い くた め に 、 高 校 三 年 旧 に ど の

様 に かか わ って い こ う と思 い ます か。

一三 擁1...バ スIlf,.陪 巨.に.ム11通 張 う.う一と.翫 。.乱 蓋.猛 ヵ.矩一技 術 蓋無 ユ}土丑上_.

一一嬢 に、一生一2空金 えゑ よう荘 友 丘.主見 ユ意 廊}上 鮎 丑 麟 。

.体 虹 射1.樹 霊一撞 ユね盛 方 、}oヨ罰、.撫 窒ん笈 、■:持 λ 舷 ユ 宣芸豊と臥.ユ 、、う・

運 動 ・ス ポ ー ツの 楽 し さを 知 る こ とが 出辛 ま した か。

A=出 来 たB:ま あ ま あ 出来 たC:も う一 歩 だ っ た

目分 な り の辺 動 ・スポ ー ツの 楽 しみ 方 を 見 い だ せ ま した か。

A:出 來 たB:ま あ ま あ 出来 たC;も う一 歩 だ っ た

学 習 ノ ー ト②

3.

☆ ど こ で

私 の 運 動 ・ス ポ ー ツ 史

(坐 徒 の 記入 例)

ど ん な と ど ん な'でt.・ ス'・ 一 ツ に か か わ っ て た」睦L

重 と め て み よ う。

日常の 遊 び は? 学校 で は? 部 活 動 や地 域 クラブ

で は?

長期 の 休 み 中 は?

麺働 公固〔'樋
乳

亀

び や プ7iコ

幼

児

期 癖胸鍵灌樽
幼 椎園でお通戯

コ㌧コ

児

童

3肩の塊 」㍉,」

鯨zド 前 ごウ

ラヅオ棒 操

ド.獄 ぐ㌧'し
、

r、D一ト 卉こ一ル

親1ご勧 めら鰻
噛

ス{ミングスワール

1二z年 間 通 う

撫 一回家脈・r

海 水浴k御 二

こ王・め 人二 リ フト/}¥ル

期 野療 千一ム結成 サッカー

青

隔

蝦 があれlf走 ・て 運動会}ちDOh磯 バ 久ケッ陪1 年に2回 ぐらい

いr_ で雪恒 犀族 てぞの{嘲 で"

年 納縞絵錫 ス 誓一1二行 嶺 、

期

{鞍 祭10脳 走ご・ バス伽 ト部
前 Z位

期
q一 ドレ ス9位

ま と め ら れ た 私 の 運 動 ・ス ポ ー ツ 史 か ら 、w,・ ス ポ ー ツ を 積 極 的 に 活 用 し て

き た か ど う か 自 己 評 価 し て み よ う。

A.活 用 で き たB.ま あ ま あ 活 用 で き たC.も う 一 歩 だ っ た

☆ ☆ 運 ・ス ポ ー ツ が に 文 し て ど の よ'な5え て 幽 ユ.⊥上、a

い な か'え て よ'

私1α,{入 怨 ツ戊 生活 の人音紛 を勘 斜 立 晒 。考えtofる と、

今の体 りt、物 の考hち 主、今っきあってい3乱 達 もa+人な入ホo一ツをすろ'Yに

よ,て 碍 ら才・てきrニキΦのエうf塩 が ξる。
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輿

朴

オ 成 果 と課 題

く成 果 〉(事 後 ア ンケ ー ト調 査 結 果 よ り 対 象:都 立 高校 全 日制1校3年 男 女20名)

(ア〉 ス ポ ー ツの 意 義 ・役割 ・楽 しみ方 な どの 知 識 を深 め る こ とに よ り、運 動 ・ス ポ ー ツ の

実 践 に対 す る動 機 付 け とす る こ とが で きた 。 〔20名 中19名 が 回答 〕

(イ)現 在 まで の運 動 ・ス ポ ー ツ との かか わ り及 び 地域 の ス ポ ー ッ施 設 の状 況 を調 べ る こ と

に よ り、個 々 の 課 題 が 明確 に な り、生 涯 ス ポ ー ツ を考 え る ヒ ン トとす る こ とが で きた 。

〔20名 中18名 が 回 答 〕

(ウ)生 涯 に わ た る ス ポ ー ツ ラ イ フ ス テ ー ジ表 の作 成 、 自分 と運 動 ・ス ポ ー ツの 関係 を 考 え

る こ とに よっ て 、豊 か な ス ポ ー ツ ラ イ フの 実現 の た め の きっか け とす る こ とが で きた 。

〔20名 中18名 が 回答 〕

(s}毎 回 自己 の課 題 を見 つ け 、 それ を解 決 して い く学 習 形 態 を とる こ と に よ っ て 、生 徒 は

興 味 ・関心 を持 続 す る こ とが で きた 。 〔20名 中18名 が 回答 〕

以上 の結 果 か ら、 自 ら考 え 、 自 ら課 題 を解 決 して い く とい う研 究 主 題 にせ まる こ と が

で きた と考 え る 。

〈課 題 〉

(ア)本 単 元 は ス ポ ー ツ をや らね ば な らない 的 な発想 にお ち い りや す く、教 師の 押 しつ け の

授 業 に な らな い よ う、教 材 研 究 を一 層 進 め る必要 が あ る 。

(イ)生 徒 ・教 師 と もに 、体 育 は実 技 を行 い 、 体 力 や運 動 技 能 を 身 に付 け る こ とに重 点 を 置

きが ち で あ る た め 、体 育 理 論 を敬 遠 す る傾 向 が あ る の で 、体 育 理 論 の重 要 性 を理 解 させ

る学 習 指 導 の一 層 の工 夫 が 必 要 で あ る。
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皿 研究のまとめと今後の課題

1研 究 のま とめ

i
項 目

'1

体 育 理 論 の 学 習3年 間 一24時 間

〆

ヂ 鉢力 トレ蝋轟ン・グの 運動披縫の横造と練 環代祉 会 とス斌一ツ
、

、'ξ ≦'、

1鯛 指導 緬 へ の
i

δ 方 法 と 内 容 、 、 、
{

、''{体 操領域 との灘違
翠法

く選挨雛授業≧の'

〈隻涯ス 潔一 ツへの

、 動機伽 分

位置付け
屯 ヤ

、 付 け)'・ 、

'
.関 違 僚 夕) , ,工 年 隻 一 窯時 聞

♂

1隼 蛋 一 §時閣
`

葺薙鑑 一櫓 時 閥 s薙 童 一 荏時 問

トー
①体力の課転別のグルー

毒
① チ ェ ック リス トの 活

毒
①学習 ノー トの活用

プ研 究 ・発 表 ・評価 用 による課題の発見 知識理解→ 自己 の課

自己評価 を重視 し

た課題解決的 な学

習

② 課題解決 のため の運

動 プログラムの作成

i③ 実践 ・評価

②理論 に基づ いた練 習

計画 の作成 ・実践 ・

評価

題発見→ 生涯ス ポー

ツへの態 度形成

② 毎時の 自己評価 ・相

互評価の工夫

生徒の態度が自労で課題を認つけ、毒発ぞ解決 泰べ うと㊧るよ

う に な う た ・
、 〉・

成

○ 自己の体力につい て

関心が高 ま り体 力向

果 上への意欲が増 した
。

○運動の課題 を解 決す

る楽 しさを実感 で き

た。

{
○体力の高め方につ い ○運動技 能の構造 や合

ての科学 的な理 解が 理的 な練習法 を理解

深 まった。 で きた。

○ 現 代 社 会 にお け る運

動 ・スポーッの意義 ・

必 要性 を理 解 で きた。

○ 生 涯 に わ た る 自己 の

ス ポ ー ツ ラ イ フ を 展

望 で きた 。

改 善 点

澗 鰍 蹴 学習鷺 幣 らに撃 解 尋た興

・教師のかかわり方の工

夫

・学習資料の提示の仕方 卜 選択種 目のイ・一ジを

作るVTR等 の工夫

・学習内容の精選

隔 劒 取材濁 等のi

i時 間の離

・学 習 ノー トの 一 層 の

工 夫

2今 後 の課題

(1)運 動 領域 との関連 を一層重視 した体育理論 の指導計画

(2)学 習資料 の改善 及び外部講師(地 域 の人材等)の 導入

(3)体 育理論 の学習指導 におけ る教師のかかわ り方及び評価方法の工 夫改 善
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